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施工

調査、設計

維持管理

更新 社会インフラの
ライフサイクル
社会インフラの
ライフサイクル

情報化施工推進戦略_施策全体概要

開
発
・
普
及
の
度
合

一般化技術

一般化推進技術

実用化検討技術

確認段階技術

 開発・普及状況に応じて、活用目標設定、使用
原則化措置、要領整備、自治体への展開等を行う

 施工のみならず、設計及び維持管理も含め、ラ
イフサイクル全体を通じた効果向上を目指すた
め、データ流通の円滑化・ルール策定を行う。

未開拓技術

各段階の主な目的

対象技術

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ ＳＴＥＰ4 実施状況（活用率等）

研究・開発段階 実用化段階 一般化推進段階 一般化段階 現状 目標

求めるﾃｰﾏに対応
できる技術の発見。
適用条件と効果の
検証。

良い技術を積極的に
活用。
技術の周知と普及を
拡大。
施工管理要領、監督・
検査要領の整備。

情報化施工機器を効率的に扱う人材の育成。
技術基準類や入札・契約制度の見直しに必
要な根拠データの収集。
技術基準や入札・契約制度の見直しを検討。
地方公共団体への展開。

H25.9
末
時点

H25～29における
段階的な目標
（※実施状況を踏
まえ、毎年、見直
し）

一般化技術 ①ＴＳを用いた出来形管理技術
（10,000m3以上の土工）

74% H25 100%
(使用原則化)

一般化推進技術

①ＴＳを用いた出来形管理技術
（10,000m3未満の土工）

64% H25 60%
→使用原則化検討

②ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め
管理技術

12% H25 15%
→H26 30%,H27 60%

③ＭＣ（モータグレーダ）技術
57% H25 60%

→使用原則化検討

④ＭＣ/ＭＧ（ブルドーザ）技術
6% H25 15%

→H26 30%,H27 60%

⑤ＭＧ（バックホウ）技術
5% H25 15%

→H26 30%,H27 60%

実用化検討技術
①ＴＳを用いた出来形管理技術
（舗装工）

42件 H25 5件/地整

その他新規技術
・MC路面切削、ASﾌｨﾆｯｼｬ、締
固加速度応答、MCﾊﾞｯｸﾎｳ等

凡例：

引き続き活用促進
（ＭＣブルの活用）

面的な出来形
管理基準の検討

実用性・汎用性
の確認

監督検査
要領の策定

建設技術開発助成制度との連携

新技術活用促進システムとの連携

締固め管理
要領の策定

監督検査要領の策定・周知

引き続き活用促進

引き続き活用促進
面的な撒出し
厚さ管理の検討

引き続き活用促進

実施済みの事項 本戦略期間の項目

地方公共団体への展開

技術基準や入札・契約
制度の見直し検討

監督検査
要領の策定

締固め管理
要領の策定

監督検査
要領の策定

締固め管理
要領の策定
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○各技術の開発・普及状況に応じた各重点目標及び各取組の位置付け

資料1-3

１.１ 情報化施工技術の活用工事件数

4

(H25.9月末現在)

•平成２５年度の情報化施工技術の活用工事件数は、６１８件となっている。情報化施工技術の活用工
事件数の工種内訳は、土工（河川土工、道路土工）は４９４件となり、舗装工（路盤工）は９４件となっ
ている。

•平成２５年度の競争参加資格別の活用工事件数は、一般土木C・Dが約６割（６１８件のうち３８６件）
を占めている。

情報化施工技術の活用工事件数（契約年度別）
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１.２ 情報化施工技術の総活用回数
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(H25.9月末現在)

•平成２５年度の情報化施工技術の総活用回数は、７６６回となっている。発注者指定型の活用回数は
３９９回、施工者希望型の活用回数は３６７回となっている。発注者指定型のうち、使用原則化となっ
たTS出来形（10,000m3以上の土工）の活用回数が３１１回となっている。

•平成２５年度の発注者指定型、施工者希望型の割合は、発注者指定型が約５割（７６６回のうち３９９
回） 、施工者希望型が約５割（７６６回のうち３６７回）を占めている。発注者指定型のうち、使用原則
化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）の割合は約８割（３９９回のうち３１１回）を占めている。

情報化施工技術の総活用回数（契約年度別）

(H25.9月末現在)

766
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107

※使用原則化の対象はTS出来形（10,000m3以上の土工） ※使用原則化の対象はTS出来形（10,000m3以上の土工）
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6
情報化施工技術の活用回数（技術別） (H25.9月末現在)

•平成２５年度の情報化施工技術別の活用回数は、TS出来形が４７３回となっている。TS出来形のう
ち、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）の活用回数は３１１回となっている。

•一般化推進技術については、MC技術（モータグレーダ）が６３回、MC／MG技術（ブルドーザ（３D））
が２８回、 MG技術（ブルドーザ（２D））が１７回、 MG技術（バックホウ（３Ｄ））が１７回、MG技術（バック
ホウ（２Ｄ））が２４回、 TS・GNSS締固めが８５回となっている。

•実用化検討技術については、ＴＳ出来形（舗装）が４２回となっている。

一般化技術
一般化推進技術

一般化
推進技術

実用化
検討技術

１.３ 情報化施工技術の総活用回数（技術別）

グラフ中の（ ）は使用原則化の活用回数
※使用原則化の対象はTS出来形（10,000m3以上の土工）
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• MC技術（ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｼｬ）
• MC技術（ｽﾘｯﾌﾟﾌｫｰﾑﾍﾟｰﾊﾞ）
• 盛土撒出し厚管理
• CADを用いた測量支援 他



１.５ 発注者指定型と施工者希望型の割合（技術別）
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•平成２５年度の発注者指定型、施工者希望型及び使用原則化の割合をみると、一般化技術について
は、TS出来形（10,000m3以上の土工）では、使用原則化が約９割（３６０回のうち３１１回）を占めている。

•一般化推進技術については、 TS出来形（10,000m3未満の土工）では、施工者希望型が約９割（１０９回
のうち９５回）、ＭＣ技術（モータグレーダ）では施工者希望型が約５割（６３回のうち３３回）、ＭＣ／ＭＧ
技術（ブルドーザ）では施工者希望型が約７割（４５回のうち３３回）、ＭＧ技術（バックホウ）では施工者
希望型が約７割（４１回のうち２９回）、ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは施工者希望型が約８割（８５回のうち６８
回）を占めている。

•実用化検討技術については、TS出来形（舗装）では施工者希望型が約９割（４２回のうち４０回）を占め
ている。

発注者指定型、施工者希望型及び使用原則化の割合（技術別）
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・河道掘削等、数量管理の工事
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１.６ 工事契約状況（技術別）
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•平成２５年度の情報化施工技術が対象となる工事の件数について、発注済工事と全ての工事（発注
予定を含む）を比較すると、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上の土工）は、８１０件中４８５
件が発注済工事となっている。

•一般化推進技術については、TS出来形（10,000m3未満の土工）では、３１２件中１７１件、MC技術
（モータグレーダ）では、１８８件中１１０件、ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ）では１２８７件中７０５件、ＭＧ
技術（バックホウ）では１２８７件中７０５件、ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは１２８７件中７０５件が発注済工事
となっている。

•実用化検討技術については、TS出来形（舗装）では、２４３件中１５３件が発注済工事となっている。

（H25.9月末現在）

工事契約状況（情報化施工技術別）

【対象工事】
・TS出来形_10000m3以上
=切土盛土を含む10000m3以上の土工事
※法面整形工、浚渫工は除く

・TS出来形_10000m3未満
=切土盛土を含む10000m3未満の土工事
※法面整形工、浚渫工は除く

・MC技術（モータグレーダ）
=舗装工事のうち路盤工

・MC技術（ブルドーザ（３D））、MG技術（ブルドーザ（３D））
MG技術（ブルドーザ（２D））、MG技術（バックホウ（３D））
MG技術（バックホウ（２D））、TS・GNSS締固め
=切土盛土を含むすべての土工事

・TS出来形（舗装）
=舗装工、路盤工を含む舗装工事
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１.７ 情報化施工技術の活用率（技術別）
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•平成２５年度の発注済工事に対する情報化施工技術の活用率をみると、一般化技術については、TS
出来形（10,000m3以上の土工）が７４％の活用率となっている。

•一般化推進技術については、 TS出来形（10,000m3未満の土工） が６４％、MC技術（モータグレー
ダ）が５７％、MC／MG技術（ブルドーザ）が２％、MG技術（バックホウ）が３％、TS・GNSS締固めが１
２％となっている。

•実用化検討技術については、ＴＳ出来形（舗装）が２７％となっている。

情報化施工技術の活用率（情報化施工技術別）

（H25.9月末現在）一般化技術 一般化推進技術 実用化検討技術

MC／MG技術
（ブルドーザ）

MG技術
（バックホウ）

導入済み
工事件数

発注済
工事件数

活用率（発注済のみ）
H25.9現在

目標活用率・
目標件数

予定含む
工事件数

備考

TS出来形（土工）10,000m3以上 360 485 74% 100% 810 土工に対する活用率
TS出来形（土工）10,000m3未満 109 171 64% 60% 312 土工に対する活用率
MC技術（モータグレーダ） 63 110 57% 60% 188 路盤工に対する活用率
MC技術（ブルドーザ（３D）） 22 705 3%

15%
1287 土工に対する活用率

MG技術（ブルドーザ（３D）） 6 705 1% 1287 土工に対する活用率
MG技術（ブルドーザ（２D）） 17 705 2% 1287 土工に対する活用率
MG技術（バックホウ（３D）） 17 705 2%

15%
1287 土工に対する活用率

MG技術（バックホウ（２D）） 24 705 3% 1287 土工に対する活用率
TS・GNSS締固め 85 705 12% 15% 1287 土工に対する活用率
TS出来形（舗装） 42 153 27% 5件以上/地整等 243 舗装工（路盤工）に対する活用率
その他 17 705 2% - 1287 土工に対する活用率

TS出来形 MC技術（モータグレーダ）
H20 3.2% 11.8%
H21 9.5% 12.1%
H22 22.2％ 35.7％
H23 44.0% 46.3%
H24 65.3% 45.5%
H25 74%（64%） 57%

活用率の推移（年度別）

※グラフ中の（ ）はTS出来形（10,000m3未満の土工）の活用率
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１.８ 施工者の実施経験の有無（技術別）

10

•平成２５年度の施工者の情報化施工実施経験をみると、TS出来形（土工）では実施経験のある者が
約４割（４７３回のうち１７３回）を占めており、このうち、使用原則化となったTS出来形（10,000m3以上
の土工）では実施経験のある者が約３割（３６０回のうち１２３回）となっている。

•MC技術（モータグレーダ）では実施経験のある者が約６割（６３回のうち３７回）を占めている。
•ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ（３Ｄ））では実施経験のある者が１件、ＭＧ技術（バックホウ（３Ｄ））では
実施経験のある者が４件である。ＴＳ・ＧＮＳＳ締固めでは実施経験のある者が約５割（５５回のうち３
０回）を占めている。

•ＭＣ／ＭＧ技術（ブルドーザ（３Ｄ））は情報化施工技術を初めて活用する施工者の割合が高い。

（H25.9月末現在）
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※対象工事はTS出来形（10,000m3以上の土工）
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第二期情報化施工推進戦略（H25-29）に基づくプログラム

11

５つの

重点目標

①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

1-1 ■既に策定したTS出来形管理要領、監督･検査要領の見直し 　（土工及び舗装工用）

1-2 ■TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大 　（埋設物、護岸、道路土留め、擁壁、撤去工　等）

2-1 ■一連事業への情報化施工（MC）の一括導入に関する基礎試験を通じた全体的な効果検証、評価

2-2 ■情報化施工技術の導入による個別の定量的な評価の実施（工事における工期短縮等）

3-1 ■TS・GNSSを用いた盛土の締固め管理要領、監督･検査要領の策定･改訂及び本格導入

3-2 ■TS出来形管理におけるノンプリズム方式の適用（手引き、要領への反映）

3-3
■MC・MG（グレーダー、ブル、バックホウ）による施工管理、監督･検査方法の確立
（任意点や面的な品質管理方法の導入、施工データの活用）

3-4
■GNSSの活用可能性検討
 　①　GNSSによる出来形確認への適用性検証
 　②　GNSSによるMCの施工精度、出来高管理等への活用検証

3-5 ■TSを用いた出来形管理の監督・検査の合理化（出来形管理帳票の自動確認）

4-1 ■CIMモデル事業の設計から施工への検証・設計データの施工へ流通の課題確認と改善策の確立

4-2 ■TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大（埋設物（維持管理段階への活用・一元管理））

4-3 ■TSを用いた出来形管理で利用した工事基準点等（基準点、用地境界を含む）の再利用

4-4 ■情報化施工データによるトレーサビリティ確保方策の確立

4-5 ■情報化施工に係る標準化戦略策定（ISO15143関係)

②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標

5
新たな技術や既存の技術を導入し普及
する仕組み作り

5-1
■既存技術の情報化施工としての位置づけ・普及

③情報化施工の普及拡大に関する重点目標

6-1 ■一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の実施、実施状況の整理･分析

6-2 ■一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の施工合理化調査、歩掛の整備

6-3
■除雪ICT（除雪車へのMGorMCの適用）の開発・導入 　（除雪機械の効率･効果の向上、熟練作業員不足への
対応）

7 ユーザが容易に調達できる環境の整備 7-1 ■低利融資制度、研究開発に係る税制優遇措置の拡充等の検討及び実施

④地方公共団体への展開に関する重点目標

8 情報発信の強化 8-1 ■雑誌、シンポジウム、展示会等の各広報活動の実施及びフォロー

9-1 ■見学会･講習会への地方公共団体の参加促進

9-2 ■都道府県との連携体制の強化

⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

10 研修の継続と内容の充実 10-1 ■研修、見学会･講習会の充実

6 一般化及び実用化の推進

9
情報化施工の導入現場の公開や支援
の充実

2 情報化施工の定量的な評価の実施

3 技術基準類（設計・施工）の整備

4 ＣＩＭと連携したデータ共有手法の作成

第二期情報化施工推進戦略（H25-29）に基づくプログラム

情報化施工推進戦略
プログラム

１０の取組

1
情報化施工による施工管理要領、
監督・検査要領の整備

資料３

１－１ 既に策定したTS出来形管理要領、監督･検査要領の見直し （土工及び舗装工用）

12



１－２ TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大

13

２－１ 一連事業への情報化施工（MC）の一括導入に関する基礎試験を
通じた全体的な効果検証、評価

14



２－２ 情報化施工技術の導入による個別の定量的な評価の実施

15

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ①情報化施工に関連するデータの利活用に関する重点目標

１０の取組 ２  情報化施工の定量的な評価の実施

プログラム名 ■情報化施工技術の導入による個別の定量的な評価の実施（工事における工期短縮等）

業務概要
・工期短縮等の効果検討【東北】H24-、土研重点研究として業務委託を実施。
関係機関としては、地整道路工事課、道路保全対策室、道路事務所（出張所）があり、各地
整がとりまとめ、意見照会を実施する。

主要目標
定量的な効果の適時公表、効果的な活用方法・定量的な評価手法の整理、技術基準の
見直し

実施内容及びスケジュール

0

バラツキ

度
数

情報化施工

バラツキの指標：σi

0

バラツキ

度
数

従来施工

バラツキの指標：σn

バラツキが減少
（σi＜σn）

耐
久
性

バラツキの指標

σi σn

Ti

Tn

耐久性が向上
（Ti＞Tn）

H25 H26 H27 H28 H29

耐久性試験
（ﾊﾞﾗﾂｷによる差異の確認）

試験で定
量的に比

較

現地調査
（直轄工事の試験施工を調査）

調査と手
法等の確

認

調査と手
法等の確

認

調査と手
法等の確

認

定量的な評価手法の検討
（できるだけ定量的に表現）

案の作成
調査等を
踏まえ案
の改善

評価手法
の完成

試験施工
への活用
開始

効果的な活用方法の検討
（施工計画・準備含む）

案の作成
活用方法
の完成

活用方法
の周知

品質管理の考え方の検討
（計測頻度、許容値の考え方）

案の作成
技術基準
への反映

管理基準
への適用
検討開始

②－１で実施（成果を活用）

②－１で実施

均一な施工の定量

的評価（バラツキ

が少ない＝耐久性

が向上）のイメージ

３－１ TS・GNSSを用いた盛土の締固め管理要領、監督･検査要領の改訂

16



３－２ TS出来形管理におけるノンプリズム方式の適用

17

３－３ MC・MG（グレーダー、ブル、バックホウ）による施工管理、監督･検査方法の確立

18



３－４ GNSSの活用可能性検討

19

３－４ GNSSの活用可能性検討

20

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点目標

１０の取組 ３  技術基準類（設計・施工）の整備

プログラム名
■GNSSの活用可能性検討
 　①　GNSSによる出来形管理の適用性検証

業務概要

・RTK-GNSSを用いた出来形管理要領(土工)、監督・検査要領の素案を作成。また、高
さ補完機能付きRTK-GNSSを利用する場合の手引き等を作成。国総研が素案を作成
し、各地整で現場検証を実施する。関係機関としては、地整技術管理課、道路工事
課、道路保全対策室、道路事務所（出張所）、河川工事課、河川事務所（出張所）であ
り、各地整が意見照会を実施する。

主要目標

＜最終＞
【土工編】①RTK-GNSS出来形管理要領、②RTK-GNSS監督検査要領、③RTK-
GNSSソフト機能要求仕様書、⑤RTK-GNSSソフト機能確認ガイドライン、（設計
データ・帳票ソフトはTSと同じ）、⑦高さ補完機能付きRTK-GNSS出来形管理の手
引き(mmGPS編)、⑧高さ補完装置の精度確認ガイドライン(mmGPS編)、⑨高さ補
完機能付きRTK-GNSS監督検査の手引き(mmGPS編)
＜中間＞  上記の①～③、⑦～⑨の「試行案」

実施内容及びスケジュール

・H25：①出来形管理要領、⑦手引き、⑧精度確認ガイドラインの各試行案を作成<国総研>
・H26：②監督検査要領、⑨監督検査の手引きの各試行案を作成<国総研>
・H27：③機能要求仕様書、⑤機能確認ガイドラインの各試行案を作成<国総研>
・H25～27：現場試行<地整>、試行結果による要領等一式(試行案)の修正<国総研>
・H28：要領等一式の意見照会・調整・素案作成<国総研>→H29：成案<本省>
・未定：RTK-GNSSの計測精度が安定・高精度な技術が開発されたら、要領を修正し発出する。<国総研>
・随時：mmGPS以外の高さ補完機能が開発され要望があった場合には、手引きを作成する。<国総研>

工事基準点等の
既知点に設置

計測地点
(未知点)

レーザー光
高さ補完装置
(発光側)

高さ補完装置
(受光側)

工事基準点等の
高さの既知点に設置

GNSS基準局
(固定局)

GNSS計測局
(移動局)

RTK‐GNSS要領 高さ補完機能付きRTK‐GNSS手引き

（mmGPSの場合）



３－５ TSを用いた出来型管理の監督・検査の合理化

21

４－１ CIMモデル事業の設計から施工への検証

22



４－２ TS出来形管理要領、監督･検査要領の対象範囲の拡大

23

４－３ TSを用いた出来形管理で利用した基準点等の再利用

24



４－４ 情報化施工データによるトレーサビリティ確保方策の確立

25

４－５ 情報化施工に係る標準化戦略策定（ISO15143関係）

26



５－１ 既存技術の情報化施工としての位置づけ・普及

27

６－１ 一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の実施、
実施状況の整理･分析

28

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ③情報化施工の普及拡大に関する重点目標

１０の取組 ６  一般化及び実用化の推進

プログラム名 ■一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の実施、実施状況の整理･分析

業務概要
各地整において、一般化技術、一般化推進技術、実用化検討技術を活用促進し、実施状況を
整理・分析し、本省で取りまとめる。
概ね１年毎に技術毎の活用・普及状況を踏まえ、今後の推進方策を決定する。

主要目標 （下記）

実施内容及びスケジュール

技術の普及状況に応じて、特に普及促進する技術を定める。
（4半期毎に全国の実施状況を取りまとめ、基本的に毎年、普及促進する技術の見直しを行う）
■一般化技術
　・トータルステーションによる出来形管理技術（土工10,000ｍ３以上）

　→　技術の定着の必要性から、当面、「使用原則化」を実施　（Ｈ２５～）

■一般化推進技術
　・トータルステーションによる出来形管理技術（土工10,000ｍ３未満） 　→　目標活用率：　６０％（Ｈ２５）
　・マシンコントロール（グレーダ）技術                                            　→　目標活用率：　６０％（Ｈ２５）
　・ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め管理技術                      　→　目標活用率：　１５％（Ｈ２５）、３０％（Ｈ２６）、６０％（Ｈ２７）
　・マシンコントロール・マシンガイダンス（ブルドーザ）技術　→　目標活用率：　１５％（Ｈ２５）、３０％（Ｈ２６）、６０％（Ｈ２
７）

　・マシンガイダンス（バックホウ）技術          →　目標活用率：　１５％（Ｈ２５）、３０％（Ｈ２６）、６０％（Ｈ２７）

■実用化検討技術
　・トータルステーションによる出来形管理技術（舗装工）  　→5件以上／地整等

■確認段階技術
　・マシンガイダンス（アスファルトフィニッシャ）技術
　・マシンコントロール（路面切削器）技術
　　→適した工事があれば実施

（H25.9月末現在）
一般化技術 一般化推進技術 実用化検討技術

MC／MG技術
（ブルドーザ）

MG技術
（バックホウ）

74% 64% 57%
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６－２ 一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の施工合理化調査、
歩掛の整備

29

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ③情報化施工の普及拡大に関する重点目標

１０の取組 ６  一般化及び実用化の推進

プログラム名 ■一般化技術（TS）、一般化推進技術、実用化検討技術の施工合理化調査、歩掛の整備

業務概要
  各地整において、一般化技術、一般化推進技術、実用化検討技術を実施し、実施状況を整
理・分析し、歩掛制定が可能なものについて施工合理化調査、歩掛の整備を実施する。
　歩掛制定については、活用状況を判断して決定する。

主要目標 歩掛整備

実施内容及びスケジュール

●情報化施工技術の標準歩掛制定スケジュール
①平成２５年度
　以下の４工種について、全国で施工されている直轄及び補助の現場で施工実態調査を実
施
　・機械土工（土砂）
　・土の敷均し締固め工
　・法面整形工
　・路盤工
②平成２６年度
　・平成２５年度の調査結果を基に、歩掛を解析し制定予定
③平成２７年４月１日より適用予定

６－３ 除雪ICT（除雪車へのMGorMCの適用）の開発・導入

30



７－１ 低利融資制度、研究開発に係る税制優遇措置の拡充等の検討及び実施

31

８－１ 雑誌、シンポジウム、展示会等の各広報活動の実施及びフォロー

32

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ④地方公共団体への展開に関する重点目標

１０の取組 ８  情報発信の強化

プログラム名 ■雑誌、シンポジウム、展示会等の各広報活動の実施及びフォロー

業務概要 官、協会、学会の実施状況をフォローし、積極的な活動を促進

実施内容及びスケジュール

（今後、総括責任者を中心に具体化）
H25
・各機関等の広報活動実施内容の整理及び情報共有し、各機関等と連携して行う。
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。

H26
・各機関等の広報活動実施内容の整理及び情報共有し、各機関等と連携して行う。
・各機関のH25実施内容を参考（良いものは取り入れる）に、各地整等の活動内容を策定実
施する。
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。

H27～
・各機関等の広報活動実施内容の整理及び情報共有し、各機関等と連携して行う。
・各地整等の活動内容のブラシアップを行い実施する。
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。



９－１ 見学会･講習会への地方公共団体の参加促進

33

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ④地方公共団体への展開に関する重点目標

１０の取組 ９  情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

プログラム名 ■見学会･講習会への地方公共団体の参加促進

業務概要 各地整等における取組、協会への参加要請

実施内容及びスケジュール

（今後、総括責任者を中心に具体化）
H25
・各地整等における地方公共団体参加の見学会・講習会の実施。
・都道府県等問い合わせ窓口を通じた見学会・講習会の案内・参加要請。
・９月末、２月末時点での実施状況（参加状況含む）のフォローアップ。

H26
・各地整等の取り組みを参考とした、見学会・講習会の策定・実施。
・都道府県等問い合わせ窓口を通じた見学会・講習会の案内・参加要請。
・９月末、２月末時点での実施状況（参加状況含む）のフォローアップ。

H27～
・各地整等共通内容の見学会・講習会等を含め実施。
・都道府県等問い合わせ窓口を通じた見学会・講習会の案内・参加要請。
・９月末、２月末時点での実施状況（参加状況含む）のフォローアップ。

９－２ 都道府県との連携体制の強化

34

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ④地方公共団体への展開に関する重点目標

１０の取組 ９  情報化施工の導入現場の公開や支援の充実

プログラム名 ■都道府県との連携体制の強化

業務概要

 　・問い合わせ窓口の設置　【6/17設置】
 　・地方公共団体への通達等の参考送付、協力依頼　【6/17通知】
 　・説明資料の作成、周知　【5/27土研により資料作成・周知】
 　・全国ブロック土木部長会議での周知【7月～】

実施内容及びスケジュール

（今後、総括責任者を中心に具体化）
H25
・都道府県等問い合わせ窓口の設置
・通達等の参考送付、協力依頼
・全国ブロック土木部長会議での周知
・各地整毎の地方公共団体との意見交換会等の実施
　（国交省での取り組み状況の情報提供等）

H26
・通達等の参考送付、協力依頼
・全国ブロック土木部長会議での周知
・各地整毎の地方公共団体との意見交換会等の充実
　（国交省での取り組み状況及び各都道府県の取り組み状況の情報共有等）

H27～
・通達等の参考送付、協力依頼
・全国ブロック土木部長会議での周知
・各地整毎の地方公共団体との意見交換会等の定着
　（国交省での取り組み状況及び各都道府県の取り組み状況の情報共有等）



１０－１ 研修、見学会･講習会の充実

35

項　　目 内　　容

５つの重点目標 ⑤情報化施工に関する教育・教習の充実に関する重点目標

１０の取組 １０  研修の継続と内容の充実

プログラム名 ■研修、見学会･講習会の充実

業務概要 国交大研修、技術事務所、施工技術総合研究所、レンタル企業等の各種研修の有効活用、内容の充実

実施内容及びスケジュール

（今後、総括責任者を中心に具体化）

H25
・各機関の研修等の内容及び実施状況（参加者の反応含む）の情報共有
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。

H26
・各機関のテキスト等を収集把握し、良い内容を取り入れるなど、研修等の内容の充実を図る。
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。

H27～
・基礎的事項のテキスト共有など、各機関共通内容での研修等の実施。
　（独自内容を加えることも可とする。）
・９月末、２月末時点での実施状況のフォローアップ。


